
レギュラトリーサイエンス学会ＷＥＢシンポジウム
～令和3年度薬価改定と今後の薬価制度改革に向けた課題～

主催：一般社団法人 レギュラトリーサイエンス学会
日時：令和３年４月５日（月） １３：３０～１６：３０
場所：ZOOMを用いたウェビナー

参加申込：学会ホームページ（ http://www.srsm.or.jp/ ）からお申込ください。
申込締切：令和3年3月26日（金） 17時

※参加費はお申込から1週間以内に入金

参加費：正会員：8,000円、若手会員：5,000円、学生会員：2,000円、非会員：10,000円

（すべて消費税込）

連絡先： 一般社団法人レギュラトリーサイエンス学会 事務局
〒160-0016 東京都新宿区信濃町35信濃町煉瓦館5階 一般財団法人国際医学情報センター内

Tel 03-5312-1466 Fax 03-5361-7091
E-mail: srsm-office@imic.or.jp

13:00 開場

13:30 開会

13:30～14:00 講演１ 令和３年度薬価改定について
厚生労働省 保険局 医療課 薬剤管理官 紀平 哲也

14:00～14:20  講演２ 製薬企業からみた薬価改定の影響と今後の課題
日本製薬団体連合会 保険薬価研究委員会委員長
赤名 正臣（エーザイ株式会社）

14:20～14:40 講演３ 医薬品卸からみた薬価改定の影響と今後の課題
株式会社バイタルケーエスケー・ホールディングス 村井 泰介

14:40～15:00  講演４ 保険薬局からみた中間年改定の影響と今後の課題
日本薬剤師会副会長 森 昌平

15:00～15:20  講演５ 保険薬局からみた薬価改定の影響と今後の課題
日本保険薬局協会 原 靖明 （クラフト株式会社）

15:20～15:30  休憩

15:30～16:30  パネルディスカッション
コーディネーター：神奈川県立保健福祉大学教授 坂巻 弘之

講師：上記講師5名

16:30 閉会
※ 今後、タイトル等は変更となる可能性があります。
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